
AWS AMIを使用して簡単に 
Redmineが使えます！ Redmine3.0.1 

Ruby2.2.1 
Passenger5 

対応

東京リージョン（ap-northeast-1）のCommunity AMIsにて「farend」で 
検索し、「farend-Redmine3.0-Ruby2.2.1-AmazonLinux-20150326」を
指定してインスタンスを作成してください。

しばらくすると、Instance Stateがrunningになり、 
Status Checkが2/2 checks passedになれば起動完了です。

ブラウザで目的のインスタンスにアクセス。 
ID: admin、PW: adminでログインし、個人設定を開きます。

個人設定画面からパスワード変更をクリックし、 
admin（管理者）のパスワードを変更して利用準備完了です。

※sshログインユーザは、ec2-userです。MySQLの管理者アカウント情報は、/root/mysqld_root_pass.txtに記載しています。

※図はN.Californiaリージョンでの例です。
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